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成果区分 
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■単位取得 □その他の成果（                             ） 

該当者名(所属) 久保田 明子（栄養治療室） 
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目的及び方法、成果の内容 

 

①目  的 

臨床におけるよりよい栄養管理を行うために、有能な専門的知識および技術を有する管理栄養士

の資質向上を図り、国民の健康増進に貢献することを目的とし、日本病態栄養学会は学会認定制

度を設け、日本病態栄養学会認定病態栄養専門管理栄養士を認定している。また、栄養管理・NST

実施施設認定、がん病態栄養専門管理栄養士等には病態栄養専門管理栄養士資格が必須であり、

資格維持が必要となる。 

平成 31 年 3 月に 1 度目の更新申請が受理され、今後も資格を維持するため必要な単位の取得を

目指す。 

 

②方  法 

資格更新のための必須単位を取得するため、病態栄養学会主催の教育セミナー（更新用）に参加

する。 

 

③成  果 

2019 年 6 月 8 日に東京で行われた病態栄養学会認定管理栄養士・更新者用プログラムでは 2 症例

についてグループ討議をした。 

1 症例目は慢性腎臓病患者についてであった。慢性腎臓病の病態の理解のための基本的な講義を

受けた後、症例について検討を行った。問題点の把握のために検査値や薬剤についての理解を深

めること、また生活背景を鑑みて患者の栄養指導を行うことの重要性を改めて実感することがで

きた。栄養指導では病状の確認をし、また患者の理解度も確認しながら自己管理能力を付けて頂

くことが食事管理を良好に行う上で大切であり、今後実際の栄養指導の際にも意識して栄養指導

をしていきたいと思った。 

2 症例目は下咽頭癌患者の栄養管理についてであった。他の基礎疾患もある患者で、化学療法後、

手術を行うという症例であった。入院時の栄養評価から検討を開始し、必要栄養量の算出、栄養

投与プラン、化学療法中に予測される有害事象に対する予防や対応策について検討を行った。栄

養量の算出など基本的な部分の他、グループ内での検討や発表時にはそれぞれの施設で実際に行

っている有害事象に対する食事対応を聞くことができ大変参考になった。手術後の検討では同様
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に栄養評価から栄養投与のプランの検討を行った。術後は食事形態の調整が必要であり、栄養士

として患者の嚥下機能評価を行い、適切な食事形態や補助食品の提案を行うことや、より良い栄

養サポートができるよう、多職種とも連携をすることが必要であると実感した。 

慢性腎臓病等の慢性疾患やがん治療中の患者に対して栄養指導や入院時の栄養管理を行うことは

多く、セミナーにて実践的な講義、検討を行うなかで今後の参考になることが多くあった。セミ

ナーで学んだことを意識しながら、栄養管理を行っていきたい。 

今回セミナーに参加することで、病態栄養専門管理栄養士の資格更新のための必須単位である５

単位を取得することができた。今後もセミナーや学会等に参加し、ガイドラインや研究等、最新

の情報を知ることで、専門性の高い栄養学的知識・技術を学び、質の高い栄養サポートを患者および

家族等に対し提供していきたい。 

 

 


